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１．「地方文化事業支援」対象事業（雲洞庵 山門の修復に関する事業） 

雲洞庵の起源は、約 1300 年前の奈良時代に遡ります。藤原鎌足公の孫、内大臣藤原房前公の

母君が出家し尼僧となり、当地で見出した「長生きの水」で人々の病を救って亡くなられました。

それを知った房前公は、母親の菩提を弔うため、717（養老元）年「雲洞寺」を建てたのが始まり

と言われています。「雲洞庵の土踏んだか」という言葉や、戦国時代には十三世 通天存達和尚に

引き取られた喜平次（後の上杉景勝）と与六（後の直江兼続）が学んだことでも有名です。 

山門（赤門）は 1429年に建立され、昔より皇室関係者や大名の来山以外は、年に一度の大般若

会の時にしか開門されず、「開かずの門」と云われました。今回の事業では、山門に安置されてい

る２体の金剛力士像が支援の対象となります。この像は 1772年に南魚沼市にある正眼寺の住職に

よって作られ、地域史において大変貴重なものです。長年にわたる風雨や経年による劣化が進ん

でおり、この貴重な文化財を後世に残すため修復を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 総会・承認書贈呈式 

日  時： 2026年 6月 12日(金) 総会：14時 00分～ 贈呈式：14時 30分～ 

場  所： 雲洞庵（新潟県南魚沼市雲洞 660） 

※山門、仁王像は修復作業のため解体、搬出済みとなります。 

 

 

東日本鉄道文化財団とは 

1992 年に財団法人東日本鉄道文化財団として設立され、①地域文化の振興 ②調査・研究の促進と

支援 ③国際理解・国際交流の推進を事業の柱とし、「東京ステーションギャラリー」「鉄道博物館」の

運営も行うなど、鉄道文化を通じた社会貢献の実現に取り組んでいます。 

雲洞庵 山門（赤門） 

「雲洞庵 山門の修復に関する事業」承認書贈呈式の開催について 

 

2026 年度 東日本鉄道文化財団 地方文化事業支援 

公益財団法人東日本鉄道文化財団(会長 深澤 祐二、理事長 日野 正夫)では、地方文化の振興を目

指し、ＪＲ東日本エリア各地の貴重な文化遺産や伝統芸能などの保存と継承、地域の発展のために、地

方文化事業の支援を行っています。 

今年度、ＪＲ東日本新潟支社内の「地方文化事業支援」対象事業の一つとして、新潟県南魚沼市の 

「雲洞庵 山門の修復に関する事業」が決定し、総会・承認書贈呈式を開催いたします。 

※ＪＲ東日本新潟支社内の 2026年度「地方文化事業支援」では 2件の事業が対象となっています。 

・「雲洞庵 山門の修復に関する事業」（南魚沼市）・「白山神社 大船絵馬の修復に関する事業」(新潟市) 

金剛力士像 


